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　自動車は、使用期間や走行距離に応じて劣化するものであり、本来の安全・環境性能を維持するためには、
自動車ユーザーが責任を持って、適切に点検・整備を行うことが必要です。このため、国土交通省は、関
係団体等で構成する「自動車点検整備推進協議会」及び「大型車の車輪脱落防止対策に係る啓発活動連絡会」
と協力して『自動車点検整備推進運動』を９月及び 10 月を強化月間として展開します。大型車の車輪脱
落や車体フレーム腐食による事故が発生していることから、大型車に関する適切な点検・整備の実施方法
についての啓発を重点項目のひとつとして取り組みます。　　　　　　　　　　 　※国土交通省より抜粋

《点検・整備ではじめよう　安心クルマ生活》

拡大版はホームページ協会ニュースに掲載

● 点検整備の必要性
　自動車は日々の生活と社会・経済活動に欠くことのできないものです。しかし、交通事故や環境問
題は依然として大きな社会問題になっており、安全で環境負荷の小さい車社会の確立が求められてい
ます。
　自動車は数多くの様々な部品で構成された機械であるため、使用に伴い、また時間の経過によって
劣化・摩耗が進み、その構造や装置の性能が低下します。点検整備を行わないと、走行中に故障したり、
排出ガスの増加、燃料の浪費等を招きかねません。さらには整備不良が原因となる事故を引き起こす
可能性が高まり、大変危険です。不要なトラブルを防ぎ、自動車を常に良好な状態で使用するためには、
ユーザーの皆さんが責任を持って常日頃から自動車の状態を把握し、適切に維持することが重要です。
　点検整備の実施はユーザーの義務として法令でも規定されていま
す。きちんと点検整備を行い、自動車を良好な状態に保ちましょう。

● 点検の種類
　日常点検整備は、日頃自動車を使用していく中で、ユーザーの皆
さんが自分自身で行うことのできる点検です。この点検は、ユーザー
の皆さん自身が運転席にすわったり、エンジンルームをのぞいたり、
また、自動車の周りを回りながら自動車の状態をみることによって
簡単に実施可能なものになっています。自家用乗用自動車など、い
わゆるマイカーのユーザーの皆さんは、走行距離や運行時の状態な
どから判断した適切な時期に実施して下さい。
　事業用自動車などの自動車のユーザーの皆さんは、マイカーとは
違い、一日一回、その運行の前に実施して下さい。これはトラック
やバス、タクシーなどの自動車は、多くの人や物を運搬し、公共性
が高く、その社会的影響の大きさから、より確実な点検を実施して
いただくためのものです。

「自動車点検整備推進運動」
９月、10月は

強化月間です

日常点検項目の例（マイカーの点検項目）
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近畿・四国支部　自走　座学風景近畿・四国支部　自走
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入
退
会
情
報

入　　会（３社）
　関東支部　平成28年７月　株式会社岡三物流　木更津営業所
　関東支部　平成28年７月　株式会社ジェイ・キャリー
　関東支部　平成28年９月　株式会社鈴友
退　　会（４社）
　東北支部　平成28年７月　高蔵運輸㈱
　中部支部　平成28年７月　㈱ソウイング
　関東支部　平成28年７月　㈱東和輸送
　近畿支部　平成28年７月　㈱カンリク神戸　大阪営業所

・�平成28年9月「陸送事業概況調査」を既にお願いしておりますが9月末までに本部への回
答をよろしくお願い致します。
・�平成28年9月　回送運行標板・積載車数の調査を実施中ですので、支部長（関東支部は
分会長）宛てにご回答のご協力よろしくお願い致します。
・�平成28年10月　日本陸送協会は自動車総連様と共同で積載車の路上積み降ろし実態調査
を行いますのでご協力のほどよろしくお願い致します。
・�日本陸送協会のホームページを今年2月より立ち上げておりますが協会ホームページを多
くの皆様に閲覧して頂く為に会員様のホームページからもリンク出来るように、バナー
を貼って頂けますようお願い申しあげます。

日本陸送協会ホームページURL　http://rikusoukyoukai.org/

会員様へのお願い

国土交通省より日本標準時における「うるう秒」の調整についてのお知らせ

事
務
局
日
誌

経過報告
 7 /26　教育・認定制度　近畿/四国支部　自走
 8 /25　教育・認定制度　中部支部　運行管理者

今後の予定
10/20　正副会長会議兼総務部会

10/22　教育・認定制度　関東支部　運行管理者
10/26　東北支部総会
10/29　教育・認定制度　中国/四国支部　積載
11/17　�定例理事会、日本自動車車体工業会との

合同研修会
11/18　教育・認定制度　関東支部　自走

日本標準時における「うるう秒」の調整について
　標記について、地球の回転の観測を行う国際機関である「国際地球回転・
基準系事業」において、協定世界時の「うるう秒」の調整（１秒の挿入）を
行うことが決定されました。これを受け、国立研究開発法人情報通信研究機
構（理事長：坂内正夫）が電波等により通報する標準時においても、協定
世界時の「うるう秒」の調整に同期して、別添のとおり平成29年１月１日
（日）（日本時間）に「うるう秒」の調整が行われます。
　「うるう秒」の調整が元日に行われるのは平成21年以来となります。情
報通信技術が益々日常生活に欠かせないものとなっている中、総務省におい
ては、今回の「うるう秒」の調整により国民生活に影響を与えることがない
よう、また、時刻を利用する各種情報システムに支障を与えることのないよ
う、システム管理者において十分にシステムを検証し必要な対応をとって頂
くために、一般国民向け及び関係団体への周知を図ることとしております。



安全確保と環境保全はクルマの点検・整備から。
日常点検や定期点検はクルマのトラブルを防ぐだけではなく、地球温暖化の原因であるCO2の削減にもつながります。
特に、長くご使用のクルマには、細やかな点検が欠かせません。日頃からクルマの健康管理を心がけましょう。

ブレーキの踏み残りしろと効き具合
エンジンをかけて異音がないかどうか確かめたうえ、ブレーキ･ペダルを強く踏み込んだとき、床板との間（踏み残りしろ）が
適当かどうか確認します。 踏みごたえが「いつもと違うな」と感じたら要注意です。

クルマの周り

定期点検は、安全確保・環境保護の観点から、自家用乗用車については、
1年ごとに実施しなければなりません。

日頃、自動車を使用している中で、走行距離や運行状態などから判断し、
適切な時期に点検を行うことが必要です。チェックしてみましょう。
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